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愛媛県病害虫防除所長 

 

病害虫防除技術情報（第 1 号）の送付について 

 

 このことについて、次のとおりお知らせしますので、御参照の上、発生の確認と防除指

導方よろしくお願いします。 

記  

 

１ 情報の内容 サトイモ疫病の早期発見と防除の徹底について  

 

２ 発生経過 

平成 29 年７月７日、本年の県内におけるサトイモ疫病の初発生を確認した。本病は、

平成 27 年に県内での発病が初めて確認され、平成 28 年は、発病地域の拡大が見られた。

昨年までは発病時期が遅かったため、大きな減収には至っていないが、宮崎県では収穫

量が前年の 60％にまで減収した。 

 

３ 被害の特徴と発生生態 

（1） 本病原菌は、サトイモ属にのみ感染し、葉では、比較的大きな褐色楕円形の輪紋病

斑が発生する。葉柄では、はじめシミ状の黒褐色斑が見られ、病斑が拡大するとこの

部分から折れて葉が垂れ下がる（写真）。発病後、高温で雨が続くと茎葉は短期間に

腐敗消失する。イモの腐敗は少ないが、発病時期が早まると茎葉の消失によるイモの

肥大不良により大きな減収を招く。 

（2） 高温（２５℃以上）で連続した降雨（梅雨後期、秋雨、台風の接近による強風雨な

ど）で発病しやすい。好適条件下では感染力が強く、短期間に発生地域が拡大するな

ど、他の疫病被害に比べても類を見ないほど、感染スピードの速い病害と言える。 

（3） 第一次伝染源は、土壌中の残渣や種芋の可能性が高く、第二次伝染は、葉や茎の病

斑上に形成される病原菌（遊走子）の風雨による飛散やうね間の水を介しての伝染と

推察される。 

（4） 発病の拡大は、気象条件（台風等による強風雨や夏場の連続降雨）が整うと予想以

上に広範囲へと及ぶので、未発生地域でも発病には十分注意する。 

（5） 本県で栽培されている主要品種（愛媛農試 V2 号、赤芽、媛かぐや）、他県では石川

早生で発病を確認している。 

 

４ 当面の防除対策 

（1） 発病に好適な気象条件が予想される場合には、ジーファイン水和剤による定期的な

予防散布を行う。 

（2） 平均気温が２５℃を越え、数日間降雨が続いた１週間後頃に病徴が発現しやすくな

るので、葉や茎の病徴（写真）の有無を確認する。 

（3）発病が確認された場合や台風の通過後に茎葉が損傷した場合には、発病茎葉をほ場

外に持ち出し（袋に入れて密閉）、ほ場内の菌密度を下げ、直ちに治療剤であるアミ

スター２０フロアブルを散布する（表 1）。なお、本剤は、耐性菌が発生しやすいので

連用は避ける。 

（4）サトイモの茎葉は水をはじきやすく薬剤が付着しにくいので、展着剤を必ず加用し 

て薬剤散布を行う。 

なお、サトイモ疫病の防除体系は表２のとおりです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             写真 サトイモ疫病の病徴 

 

 

表１　サトイモで使用できる殺菌剤

薬　　剤　　名 作物名 適用病害名 希釈倍数 使用水量 使用時期
本剤の使
用回数

使用方法

ジーファイン水和剤 さといも 疫　　病 １０００倍
150～500
ℓ/10a

収穫前日
まで

－ 散布

アミスター２０フロアブル さといも 疫　　病 ２０００倍
150～300
ℓ/10a

収穫14日
前まで

3回以内 散布
 

 

 

 

 

 

表２表２表２表２    サトイモ疫病のサトイモ疫病のサトイモ疫病のサトイモ疫病の防除防除防除防除体系（案）体系（案）体系（案）体系（案）    

６月下旬 ７月 ８月 ９月 １０月

　※展着剤加用　※展着剤加用　※展着剤加用　※展着剤加用

（※１）発生ほ場においては、発病葉をできるだけ除去してからアミスターを散布する。未発生ほ場においても、管内におい（※１）発生ほ場においては、発病葉をできるだけ除去してからアミスターを散布する。未発生ほ場においても、管内におい（※１）発生ほ場においては、発病葉をできるだけ除去してからアミスターを散布する。未発生ほ場においても、管内におい（※１）発生ほ場においては、発病葉をできるだけ除去してからアミスターを散布する。未発生ほ場においても、管内におい
て初発を確認した段階でアミスターを散布する。て初発を確認した段階でアミスターを散布する。て初発を確認した段階でアミスターを散布する。て初発を確認した段階でアミスターを散布する。

（※２）８月以前にまん延すると収量が大きく減少する。台風やまとまった降雨があった場合はアミスターを散布する。９月（※２）８月以前にまん延すると収量が大きく減少する。台風やまとまった降雨があった場合はアミスターを散布する。９月（※２）８月以前にまん延すると収量が大きく減少する。台風やまとまった降雨があった場合はアミスターを散布する。９月（※２）８月以前にまん延すると収量が大きく減少する。台風やまとまった降雨があった場合はアミスターを散布する。９月
以降も台風や長雨が予想される場合は事前にジーファインを散布し、降雨後にアミスターで治療散布する。以降も台風や長雨が予想される場合は事前にジーファインを散布し、降雨後にアミスターで治療散布する。以降も台風や長雨が予想される場合は事前にジーファインを散布し、降雨後にアミスターで治療散布する。以降も台風や長雨が予想される場合は事前にジーファインを散布し、降雨後にアミスターで治療散布する。

アミスター２０フロアブルアミスター２０フロアブルアミスター２０フロアブルアミスター２０フロアブル
（２０００倍）（２０００倍）（２０００倍）（２０００倍）

収穫１４日前まで収穫１４日前まで収穫１４日前まで収穫１４日前まで
３回以内３回以内３回以内３回以内））））

　ジーファイン水和剤　ジーファイン水和剤　ジーファイン水和剤　ジーファイン水和剤
（１０００倍）（１０００倍）（１０００倍）（１０００倍）
（収穫前日まで（収穫前日まで（収穫前日まで（収穫前日まで
回数制限なし回数制限なし回数制限なし回数制限なし））））

（防除薬剤）（防除薬剤）（防除薬剤）（防除薬剤）

初発警戒期（梅雨明けまで）初発警戒期（梅雨明けまで）初発警戒期（梅雨明けまで）初発警戒期（梅雨明けまで）

（平均気温２５℃以上

連続降雨に注意）

梅雨明けまでにジーファインを

予防散布する。初発を認めたら

発病葉を除去してアミスターを散

布する。

まん延警戒期（秋雨、台風）まん延警戒期（秋雨、台風）まん延警戒期（秋雨、台風）まん延警戒期（秋雨、台風）
さといもの成熟期は感染しやすく、秋雨前線、台風

の襲来による長時間の降雨により発生が拡大し

やすい時期である。

高温期の降雨は疫病だけでなく軟腐病の

発生も助長されるため、ジーファインと組み

合わせて防除を行う。台風、長雨後にはア

ミスターを散布する。

（（（（※※※※１）１）１）１） （（（（※※※※２）２）２）２）

ジーファイン水和剤散布ジーファイン水和剤散布ジーファイン水和剤散布ジーファイン水和剤散布凡例凡例凡例凡例 アミスター２０フロアブル散布アミスター２０フロアブル散布アミスター２０フロアブル散布アミスター２０フロアブル散布
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